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(百万円未満切捨て)

１．2025年３月期第３四半期の業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 5,149 14.6 350 14.4 350 14.4 229 14.4

2024年３月期第３四半期 4,493 31.3 306 95.8 306 93.0 200 93.4

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 34.80 34.65
2024年３月期第３四半期 30.56 30.32

(注) 当社は、2024年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に
当該株式分割が行われたと仮定して「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」を算
定しております。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 2,435 1,364 56.0

2024年３月期 2,066 1,182 57.2
(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 1,364百万円 2024年３月期 1,182百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 10.20 － 10.10 20.30

2025年３月期 － 3.80 －
2025年３月期(予想) 3.70 7.50

(注)１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

２．当社は、2024年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。2024年３月期につ
いては当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。

３．2025年３月期の業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,850 15.4 365 13.3 365 13.0 245 10.1 37.15
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四半
期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用)」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 6,594,000株 2024年３月期 6,594,000株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 405株 2024年３月期 405株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 6,593,595株 2024年３月期３Ｑ 6,562,974株

（注）当社は、2024年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」を

算定しております。

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実

際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

四半期決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しています。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間（2024年４月１日から2024年12月31日）におけるわが国経済は、所得や雇用環境の改善

等により緩やかな回復傾向が見られる一方で、個人消費の持ち直しには足踏みが見られました。また、長期化し

ている不安定な国際情勢により、エネルギーや原材料価格が高止まりしていることに加え、金融資本市場の変動

リスクなどもあり、依然として先行きが不透明な状況が継続しました。

外食業界におきましては、円安傾向の継続によりインバウンド需要が堅調に推移している一方で、原材料価格

や労働コストの上昇に伴う商品価格への転嫁が続き、消費者の節約志向が高まるなど、厳しい環境が続いており

ます。

このような環境のもと、当社は業務用食材通販のパイオニアとしてお客様の厨房を支えると共に、満足度を向

上させるため、特別感がある商品やロス対策・人手不足対策商品の拡充、より使いやすいＥＣサイトにするため

のシステム投資など、お客様のニーズにお応えする活動を継続してまいりました。

これらの取り組みの結果、売上高の前年同月比増減率は下表のとおりとなりました。顧客数の堅調な推移と顧

客単価の伸びを背景に全ての月で前年の売上高を上回る結果となっております。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

売上高前年同月比
増減率（％）

+13.1 +12.1 +11.4 +15.5 +16.4 +15.5 +17.9 +13.1 +15.6

以上の結果、当社の当第３四半期累計期間における経営成績は、売上高5,149百万円(前年同期比14.6％増)、営

業利益350百万円(前年同期比14.4％増)、経常利益350百万円(前年同期比14.4％増)、四半期純利益229百万円(前

年同期比14.4％増)となりました。

なお、当社は業務用食材通信事業の単一セグメントであるため、セグメント情報は記載しておりません。

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

当第３四半期会計期間末における流動資産は2,092百万円と前事業年度末に比べ258百万円増加いたしました。

これは主に、12月の売上高が３月比で大きく増加したことにより売掛金が179百万円増加したこと、年末年始の休

暇に備えて在庫を積み増したことに伴い商品及び製品が104百万円増加したことなどによるものです。

（固定資産）

当第３四半期会計期間末における固定資産は343百万円と前事業年度末に比べ110百万円増加いたしました。こ

れは主に、テストキッチン及び撮影スタジオの設置、ＥＣサイト等のシステム改修に伴い、有形・無形固定資産

が110百万円増加したことなどによるものです。

この結果、総資産は2,435百万円となり、前事業年度末に比べ369百万円増加いたしました。

（流動負債）

当第３四半期会計期間末における流動負債は999百万円と前事業年度末に比べ146百万円増加いたしました。こ

れは主に、12月の売上高が３月比で大きく増加したことに伴い、この期間における仕入も増加し、買掛金が194百

万円増加したこと、未払法人税等が24百万円減少したことなどによるものです。

（固定負債）

当第３四半期会計期間末における固定負債は71百万円と前事業年度末に比べ40百万円増加いたしました。これ

は主に、資産除去債務が40百万円増加したことなどによるものです。

この結果、負債合計は1,070百万円となり、前事業年度末に比べ186百万円増加いたしました。

（純資産）
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当第３四半期会計期間末における純資産合計は1,364百万円と前事業年度末に比べ182百万円増加いたしまし

た。これは主に、四半期純利益の計上などにより利益剰余金が182百万円増加したことなどによるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては2024年10月31日に公表いたしました数値から変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 842 837

売掛金 749 929

商品及び製品 212 317

原材料及び貯蔵品 2 1

前払費用 10 4

未収入金 12 9

その他 8 0

貸倒引当金 △5 △6

流動資産合計 1,833 2,092

固定資産

有形固定資産 40 124

無形固定資産

ソフトウエア 100 113

その他 － 13

無形固定資産合計 100 126

投資その他の資産

破産更生債権等 0 0

繰延税金資産 21 21

その他 70 70

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 92 92

固定資産合計 232 343

資産合計 2,066 2,435



株式会社ミクリード（7687）
2025年３月期第３四半期決算短信

― 5 ―

(単位：百万円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 572 766

未払金 154 155

未払費用 10 2

未払法人税等 91 67

未払消費税等 9 0

預り金 10 4

資産除去債務 3 －

その他 2 2

流動負債合計 853 999

固定負債

退職給付引当金 22 23

資産除去債務 7 47

固定負債合計 30 71

負債合計 883 1,070

純資産の部

株主資本

資本金 93 93

資本剰余金 439 439

利益剰余金 649 831

自己株式 △0 △0

株主資本合計 1,182 1,364

純資産合計 1,182 1,364

負債純資産合計 2,066 2,435
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

(単位：百万円)
前第３四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 4,493 5,149

売上原価 2,936 3,371

売上総利益 1,556 1,777

販売費及び一般管理費 1,250 1,427

営業利益 306 350

営業外収益

受取利息 0 0

償却債権取立益 0 0

情報提供料 0 0

その他 0 0

営業外収益合計 0 0

経常利益 306 350

税引前四半期純利益 306 350

法人税等 106 121

四半期純利益 200 229
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は業務用食材通販事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は次のとおりであります。

前第３四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 56百万円 42百万円

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。


